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第3回サロンコンササート開演前

にヴァイヴァルス大使が登壇し、

「大使館開設よりずっと前から、日

本とラトビアの親善の為に貢献され

続けた一人の方がおられる。日本ラ

トビア音楽協会の加藤晴生専務理事

です。今日はこれまでの多くの貢献

にお礼を申し上げるべく、加藤さん

にラトビア国家の勲章《クロス・オ

ブ・レコグニション》を授与したい。

形は小さな勲章ですが、加藤さんの

やったことはもっともっと大きいも

のです。おめでとうございます」と

スピーチして加藤専務理事を招き寄

せ、賞状と勲章を授与した。《クロ

ス・オブ・レコグニション》は、社

会の為に貢献した民間外国人に贈ら

れる最高の勲章で、大きな賞状には

加藤専務理事の功績を具体的に記

し、ヴァルディス・ザトレルス大統

領直筆のサインがあった。

加藤専務理事は「とてもとまどっ

ています。ラトビア共和国から身に

余る光栄を賜ることになりました

が、ありがたく頂くことにいたしま

す。評価された事がらは皆さんのお

陰で、私一人でなし得たものではあ

りません。私は単に皆さんを代表し

て頂いたに過ぎません。日本ラトビ

ア音楽協会は、これからますます仕

事の量が増えますが、皆さんのご支

援をお願い申し上げます」と英語で

謝辞を述べた。

当協会にとって誠にお目出度い快

事で、この日の参加者全員が大きな

祝福の拍手を贈った。

今回の勲章授与は本国でも大きく

報道され、加藤専務理事の功績を紹

介し、称えた。

ヴァイヴァルス大使は、海外投融

資情報財団「JOI」5月号巻頭に「所

感＝ラトビア流ビジネスのすすめ」

を掲載、ラトビアが、日本と欧州、

ロシア・CIS諸国との架け橋として、

これらの地域でのビジネスに最高の

環境を提供していると力説した。同

大使は特筆すべき点とし

て次の4点を強調した。

①欧州とロシア・CIS諸国間をつな

ぐ整備された輸送インフラ。3つの

不凍港は、周辺地域の中で最大の貨

物量を誇ります。充実した鉄道網お

よび道路網が、欧州とロシア・CIS

諸国を結んでいる。こうしたロジス

ティクスの長所を活かし、2008年、

株式会社日新により、ラトビアを経

由しロシア・CIS諸国向け貨物を取

り扱うサービスが開始された。

②東欧における金融の中心地である

首都リガには、外貨を含め27の銀

行が、その卓越したサービスを提供

している。

③IT、製薬業、応用物理、遺伝子工

学をはじめとするハイテク分野が発

展している。日本とはすでに協力の

実績があり、例えば、ラトビアの

Grindeks社は、大鵬薬品と30年以上

の取引の歴史がある。最近では

2008年に、ラトビアのZABBIX社が

NTTコムテクノロジーとネットワー

クマネジメントシステムのパートナ

ーとして契約を締結しる。

④能力の高い人的資源。国民の高等

教育修了者の割合は、カナダに次い

で世界2位。加えて、自国語のほか

に、英語、ロシア語、ドイツ語など

を話せる人口の割合が高く、近年で

は、日本語や中国語を勉強する人も

増えている。

◇

世界遺産に指定されているリガの

旧市街は「バルトのパリ」と呼ばれ

ている。リガの街に魅了されながら、

日本と欧州、ロシア・CIS諸国とを

つなぐ仲介貿易やハイテク関連ビジ

ネスを行うのが、ラトビア流ビジネ

ス。そのために不可欠な通信インフ

ラも完備しており、ラトビアのブロ

ードバンドは、2008年の性能調査

で世界4位にランクインした。さら

に、駐日ラトビア共和国大使館とラ

トビア投資開発公社が、ビジネス・

マッチング支援や日本企業のラトビ

ア訪問及び進出支援を行っている。

2008年には、繊維業界やロジステ

ィクス分野などの企業代表団がラト

ビアを訪問、ラトビアからは、約

40企業の訪日を受け入れた。

（註）当協会HPトピックス6月22日

に全文掲載。

在日ラトビア共和国大使館と日本

ラトビア音楽協会が共催する「第3

回サロンコンサート」が7月3日、

同大使館で行われ、40名近い聴衆

が集って、準備された椅子が満席に

なる盛況だった。

◇

今回の出演者は、渡辺ゆきさん

（ソプラノ）、佐々木英彦さん（ピア

ノ）、白井朝さん（バイオリン）、風

呂本佳苗さん（ピアノ）の4名。

最初に登場した渡辺さんと佐々木

さんは初登場で、共に東京混声合唱

団のメンバー、というよりラトビア

語教室の熱心な受講生でもある。二

人とも合唱団「ガイスマ」に顔を出

したこともあり、最初からこの日の

聴衆と仲間感覚で和気藹々の雰囲

気。東混のバスパートマスターでも

ある佐々木さんは、この日、渡辺さ

んのピアノ伴奏者として登場した。

二人はいきなり「ラトビア国歌」

をアカペラで見事に二重唱して驚か

せ、さらに渡辺さんはラトビア語で

挨拶するなどサプライズの連続。

「Manai Dzimtenei（我が祖国に）」

などお馴染みのラトビアの歌の数々

は「ガイスマ」メンバーにとっても

嬉しいプレゼントだった。日本の歌

では、横浜市民を代表して「横浜市

歌」を歌い、続く「てぃんぐさの花

（沖縄民謡）」も美声を生かして秀逸

だった。

続いてお馴染みの二人、白井朝さ

んと風呂本佳苗さんが登場して「シ

ューベルトのソナチネ一番」「シュ

ーマンのロマンス2番」を演奏、初

共演とは思えない見事に息の合った

バイオリンとピアノのデュオだっ

た。風呂本さんはサロンコンサート

2度目の登場で、最後は風呂本さん

が、J・ヴィートルスの作品を2曲演

奏した。ラトビア作曲家の作品を完

全に自分のものにした見事な演奏

で、強いタッチにピアノが悲鳴を上

げていた。

ヴァイヴァルス大使が4人の演奏

を称え、大きな花束を贈呈したあと

は、定例の懇親会。外は小雨が続い

ていたが、大使館と協会が用意した

美食、美酒を堪能しながら、いつま

でも談笑が続いた素敵な一夜だっ

た。

民間外国人に贈る最高の勲章「クロス・オブ・レコグニション」

「ラトビア流ビジネスのすすめ」

第3回ラトビア大使館サロンコンサート

ヴァイヴァルス大使が出演者に花束贈呈
（左から白井朝さん、風呂本佳苗さん、渡
辺ゆきさん、佐々木武彦さん）

賞状を胸に喜びの加藤専務理事

ヴァイヴァルス駐日大使

ラトビア政府、加藤晴生専務理事に叙勲



ラトビア映画「バトル・オブ・リ

ガ」の日本初上映（6月6日・15日

東京国立近代美術館フィルムセンタ

ー）は、チケット発売前から長蛇の

列。満員の観客は、期待通り、簡潔

で明快なストーリー展開と感動的な

内容に酔った。日本・EUフレンド

シップウイークの一環として行われ

る「フィルムデーズ09」で上映さ

れたものだが、ラトビア映画が超満

員に膨れ上がったのは今回が初め

て。今年はEU加盟国の選りすぐっ

た21作品が上映された。この作品

は、ラトビア国内で公開されてから

一ヵ月で、ハリウッド映画「タイタ

ニック」が記録した観客動員数を上

回り、1990年以降のラトビアで最

も視聴される映画になった。DVDで

発売され（5000円）、レンタル店で

借りられる。

【あらすじ】時は第一次大戦後の

1919年。戦争から疲弊して祖国ラ

トビアに戻った兵士マーティンシュ

は、国に残した婚約者のエルザとの

平凡な生活を夢見ている。だが、結

婚式の当日、ドイツ人将校のもくろ

みにより、ラトビアの首都リガが攻

撃される。二人は何とか脱出を図る

が、マーティンシュは再びエルザと

離れ、祖国を守るために戦いに参加

することを余儀なくされた。数千の

義勇兵を従えたラトビア軍は、侵略

軍の侵攻を阻止し、奇跡的な勝利で

ラトビア共和国は独立国としての地

位を確固なものにした。マーティン

シュとエルザはついに故郷に戻り、

幸せな未来に向けて歩み始めるので

あった。

ラトビア軍が首都リガを開放した

1919年11月11日の出来事を背景に

描かれた壮大な歴史ドラマ。昨年

11月、国を挙げて祝った独立90周

年の意味がよく理解できる。

合唱界のビックイベント、ゴール

デンウィークの「東京カンタート」

に、今年もラトビアの指揮者、カス

パルス・プトニンシュ氏が招聘され

2度目の来日を果した。今年の東京

カンタートもラトビア共和国大使館

が後援した。今回は、公募合唱団

「Tokyo Cantat2009カレッジ・クワ

イア」と、「女声合唱団彩・女声ア

ンサンブルJuriはるか」の指導に当

たり、5月5日のクロージングコン

サートでその成果を披露した。滞在

中、東京・山梨で公開指導やセミナ

ー講師を務めるなど日本の合唱界に

貢献した。カレッジ・クワイアと初

対面の時は「風よ、そよげ」で歓迎

され、大喜びだった。

同氏は1992年以来ラトビア放送

合唱団の指揮者。1994年ラトビア

放送室内合唱団を設立、ヨーロ

ッパ、北米、東アジアへのツア

ーを行った。2005年エストニア

国立男声合唱団の主席指揮者に

就任、リアス室内合唱団、アイ

ルランド国立室内合唱団、ユー

ロクワイヤーなど多くの合唱団

の客演指導を続ける。2000年に

ラトビア文化科学大臣賞を受賞し

た。

「今年もまた日本で皆様と一緒に、

音楽への愛と想像的活動に溢れ、思

慮に富み、喜びに満ち溢れたTokyo

Cantatの一週間を享受できたことを

心より嬉しく思います。ともに音楽

をつくることを通じて、我々人間は

非常に親近感を感じることができま

す。今年も我が母国の音楽を日本の

皆様にご紹介する機会をいただいた

ことをありがたく思っています。ラ

トビア及び全てのバルト諸国の文化

の中で、合唱は重要な役割を担って

きました。一緒に歌うことの必要性

という、まさに同じ遺伝子を地球の

反対側─日本─の地で認識するの

は、なんと素晴らしいことではあり

ませんか」。
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前号で紹介したJALのリガ直行

チャーター便が8月4日、350名

の乗客を乗せて無事リガ国際空

港に着陸し、両国の関係に新し

い歴史の1ページを開いた。乗

り継ぎ時間を含め、従来より8

時間半も短縮されて所要時間は

10時間半、ラトビアがグーンと

近くなった。当日、同国際空港

では両国の要人・関係者が出迎え、

盛大な歓迎セレモニーが行われた。

リガ大聖堂少女合唱団（お馴染みの

アイラ・ビルジーニャさん指揮）、

メディンシュ音楽学校少年合唱団、

踊りのアンサンブル“ジンタリンシ

ュ”らが、歌と踊りで歓迎し、搭乗

客を喜ばせた。初の直行便を利用し

た観光客は、ラトビア国内はもちろ

ん、リガ空港を起点にリトアニア、

エストニアにも足を伸ばした。

◇

当日の模様をDiena、LETAが次の

ように報道した。（要約）

8月4日JAL機が初の日本からのチ

ャーター便で到着し、ラトビアの政

府要人や空港関係者が出迎えた。チ

ャーター機には日本の観光業界の代

表団も乗っており、彼らのラトビア

訪問は初めてである。

ボーイング747で乗り入れたチャ

ーター便は、昨年拡張された滑走路

に着陸し、船用の放水と、伝統芸能

で歓迎した。ラトビア側は、リガ国

際空港の総支配人Peteris Krisjanis、

リガ副市長Ainars Slesers、経済相

Ar t is Kampars、日本大使Takashi

Osanai、在日本ラトビア大使Peteris

Vaivarsらが出迎えた。

直行便により、乗り継ぎ時間を含

めた時間よりも約8時間減り、10時

間半のフライトとなった。リガ国際

空港は、大陸間航空便やトランジッ

ト面での空港の有利な地理的位置を

強調し、今後アジアやアメリカなど

への路線を持つ大きな航空会社の乗

り入れは経済的にも好ましいことで

ある。

日本観光協会Akira Kanai氏によれ

ば、経済危機の影響で日本人の海外

旅行も影響を受けているが、それで

も旅行欲は残っており、西ヨーロッ

パだけでなく、中欧や北欧への人気

もある。旅行需要を喚起するため、

新しい魅力を持つ都市が模索されて

いる、と言う。また、日本観光協会

Yoshiaki Honpo氏によれば、日本の

旅行業界は近年、ラトビアのルンダ

ーレ宮殿や、リガ歴史地区などの観

光名所に注目している。初のチャー

ター便の運行が、ラトビアの国民の

日本への理解を高めるとともに、ラ

トビアの人々もまた日本で迎え入れ

ることができるようになればいいと

話した。（堀口大樹訳）

「バトル・オブ・リガ」上映に長蛇の列　DVDでも発売！

ラトビア指揮者・プトニンシュ、東京カンタートに招聘

リガ国際空港で大歓迎を受けるJAL直行チ
ャーター便。大聖堂少女合唱団もコーラス
で出迎え。下は花で作られた両国国旗

カレッジ・クワイアの初練習

JAL直行チャーター便、リガ空港で大歓迎
ラトビアがグーンと近くなった！

創立5周年記念レセプションのご案内
日本ラトビア音楽協会　会長　藤井 威　専務理事　加藤 晴生

お蔭様で日本ラトビア音楽協会は今年創立5周年を迎えます。下記の通り

記念レセプションを開催いたします。会員相互の親睦を深めながら、今後

の展開・夢を大いに語り合いたいと思います。ヴァイヴァルス駐日大使閣下

他、大使館の方々も出席されます。大勢の方々のご出席を期待しています。

記

日時 9月19日（土）12：00～14：30

場所 皇居前　桜田門「法曹会館」

千代田区霞が関1-1-1 電話　03-3581-2140

http:／／www.hosokai.or.jp／

会費 7000円（予定）

会員の皆さまには別途ご案内いたしますが、スケジュールを空けてく

ださるようお願い申し上げます。



昨年の夏ラトビアから3人を招

き、日本の若者達と交流し友情を深

めたことについては協会ニュース

14号に述べさせていただきました。

今年はこちらからラトビアを訪問す

る年です。3月に3名が選考され、

彼らはこれまで都合10回の事前研

修を重ねて、ラトビアの事を学んで

8月2日の出発を興奮を抑えきれず

に待っております。

バイバルス大使は4月18日と6月

13日の2回、富士市までわざわざお

いでいただき若者達に大変素晴らし

い話をして下さいました。特に6月

13日には当地に350年続いているお

祭りを浴衣姿のスカウト達のエスコ

ートで楽しまれました。これから訪

問する国の大使から直接話を聞くチ

ャンスに恵まれた3名はかなり緊張

していたようでした。

7月11日にはラトビア大使を務め

られた田中享様にもご足労いただ

き、2時間に渡る内容の濃い講義を

受けました。3名だけで聴くのはも

ったいないという事で多くの富士市

民も拝聴の機会を得ることが出来ま

した。

さて、3名の8月2日から12日の盛

り沢山なスケジュールはラトビアス

カウト連盟が立ててくれました。ラ

トビアのスカウトの家庭に滞在しな

がら、世界文化遺産リーガの市内見

学をスタートに、シグルダでのハイ

キング、サイクリング、バルミエラ

でのカヌーツアー、クルディガでの

キャンプなど至れり尽くせりです。

10日には在ラトビア日本大使館公

式訪問、最後にオグレのスカウト博

物館を訪ね、2年前、私がラトビア

に返還したシルバーウルフ章に挨拶

します。滞在中にスカウト達の友情

はますます深まるものと信じ、わず

か10日間の滞在ですが大きく成長

して帰ってくるスカウトの顔を見る

のが楽しみでなりません。

◇

最後に3名を紹介いたし

ます。

1．具志堅唯 大学 2年

20歳　ガールスカウトリー

ダー

「現在大学で外国人に教

えるための日本語教育を専

攻しています。昨年の交流

でラトビアで日本語を教え

ることを目標とすることが

出来ました。ラトビアとの

交流が長く続くことが私の

願いです」。

2．平井慎太郎 高校2年

17歳　ベンチャースカウト

「2007年に英国で開かれた

世界ジャンボリーに参加し

て、外国の人たちとの交流

の大切さを学びました。昨

年ラトビアのスカウトのホ

スト役を務め、ラトビアと

の交流に興味を持ち、より交流を深

めるため参加を希望しました。

3．遠藤彩加 高校2年　17歳　ベ

ンチャースカウト

「昨年ラトビアスカウトのホーム

ステイを受け入れ、自分も海外体験

をして視野を広めたいと思いまし

た。音楽の国ラトビアの人々と私の

好きなピアノを通じて友好を深めた

いと考えています」。

お盆の季節です。ラトビアでも8

月になると、「墓祭り」と直訳でき

る風習が各地の墓地で行なわれてい

ます。「死」は、ラトビアの民俗観

にとっても欠かせない重要なテーマ

です。昔話の英雄は死んでも超自然

的に再生し、またある昔話では、悪

人だけが死に、善人は生きながらえ

ます。生きている者が暖かく、死ん

でいる者が冷たいのはもっともなこ

とですが、ラトガレ地方の愉快な昔

話は、賢いラトビア人の農夫が間抜

けなジプシーに（もしくは夫が間抜

けな妻に）死者を見分ける方法を次

のように教えます。（註：昔話では

こうした話しをジプシーや女性への

蔑視とは捉えず、ラトビア人と男性

を文明世界に属する者、ジプシーと

女性を自然界に近い存在と定義する

昔話ならではの分類が見られます。）

ある日、農夫がジプシーに言った

とさ。「おまえが死ぬときゃ、おま

えの体中が暖かくなるときなんだ

よ」これを聞いたジプシーが戸外に

出て座っていると、おやおや体がも

う暖いじゃありませんか。さて、怖

くなったジプシーは路上に走り出て

地面に倒れ込み、「俺は死ぬぞ！」

と大声を張り上げた。地面に寝転ん

でいた罰にこん棒で

尻たたきを受ける羽

目になったというの

に、ジプシーはそのこん棒を死から

救い出してくれた万能薬だと信じ込

んで、大喜びで胸に抱きかかえて家

に帰っていったとさ。

また、次の昔話では、「死」が人

格化されているのがよくわかりま

す。

年老いた男は、薪にするための枝

の重い束を背負って歩きながら、早

く死がやってきてこの重荷から解き

放してくれたらなぁ、と願います。

そこで「死」が現れると、男はまる

でびくびくしてしまって、さっきの

願いをもう思い出したくもありませ

ん。重い束を背負うのを「死」に手

伝ってほしかっただけだったと言っ

て。

フォークロア上のラトビア人は、

困難に陥ったときにその逃げ道とし

て「死」があることを知ってはいて

も、死の後に続く未知を恐れていた

ようです。

死の存在は、昔話と民謡だけでな

く、迷信や笑い話にも現れます。民

俗学者でもあるペーテリス・シュミ

ッツが編纂した「ラトビア民族の信

仰（迷信）」4巻本（1940ー1941年

刊行）のうち、結婚／婚姻に関して

は28ページであるのに、葬式／墓

地／魂／死者／死に

関しては85ページも

あります。だからと

いって、ラトビア民族

に特別な墓地信仰が

あるとは一般化する

ことはできません。

クリシュヤーニス・バ

ロンス編纂の「ラト

ビアのダイナス（民

謡）」には、婚姻の歌

がほぼ3巻を占める

のに対して、葬式の歌が全体のほん

の一部でしかありません。結婚につ

いての歌は多く、また結婚式でも盛

んに歌われるのに対して、葬式では

代々引き継がれ語り継がれて来た慣

習やタブーの信仰があるのです。ま

た、フォークロアでは、生と死、豊

穣と腐敗は、ひとつの総体の二面性

という伝統的な観点から対等な関係

にあると捉えることができます。

人が昇って天に辿り着く「長い豆」

という「ジャックと豆の木」を連想

させる民話があります。人が天まで

昇ったとき、そこで人は果たして生

きているのか死んでいるのかははっ

きりしないのですが、どうも生きて

いるようです。

おはよう、神の息子さん

父さんと母さんを見かけたかい？

…父と母はドイツの地の

太陽の娘の嫁入りで酒盛りをして

いるよ

こうした感覚が生きているラトビ

アの、木立に囲まれた墓地は、まる

で祖先と対話するような空気が漂

い、私がラトビアでもっとも静謐さ

を感じる空間です。

※黒沢歩さんは最近結婚され、16

年間のラトビア生活を終えてこのほ

ど帰国されました。（編集室）
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（上）ヴァイヴァルス大使から激励される左から具志
堅、遠藤、平井の各スカウト
（下）大使の珍しい浴衣姿、3人のスカウトも緊張解消

ラトビアとのボーイスカウト友情プロジェクト’09

ボーイスカウト富士地区　川島 泰彦



小林 信一

（譛合唱音楽振興会常務理事）

東京混声合唱

団の運営と制作

を担当していま

す。30年前に譛

合唱音楽振興会

を設立し、事務局長常務理事就任。

今公益法人改革に沿って体勢を変え

ていく作業をはじめています。

ところで、ラトビア映画「バトル

オブ　リガ」は5月にフィルムセン

ターで上映後すぐDVDレンタルにな

りましたが、ラトビアに関心を持つ

方は必見です。ロシア戦線から帰っ

た主人公と市民が今度はドイツとの

戦いを強いられ、古都リガの街が戦

場に変わりものすごい市街戦が繰り

広げられます。ラトビアの独立記念

日になっている11月11日前夜の戦

いがリアルに描かれスペクタクルと

しても一級ですが何しろ街全体が戦

場になるという異常事態から勝利に

むかうなかでたとえば教会の鐘を鳴

らして戦況を伝えるエピソードなど

感動的です。2006年にコンサート

のため滞在したばかりでしたので風

景もなつかしく、次回訪問の機会に

はぜひ戦った方々の眠る墓地も訪れ

たいと思いました。

久元 祐子

（ピアニスト・当協会理事）

日本ラトビア

音楽協会で理事

をさせていただ

いております久

元祐子と申しま

す。ラトビアに最初にお伺いしまし

たのが、1991年の春のことでした。

ラトビア国立交響楽団とモーツァル

トのピアノコンチェルトを共演させ

ていただきました日のことは、今で

も強く印象に残っております。ラト

ビア独立前夜の頃のことでした。あ

たたかな日差し、メルヘンのように

美しい街並み、人々の強い音楽への

愛情…。それ以降もワーグナーホー

ル、ブラックヘッヅなど素晴らしい

ホールでリサイタルをさせていただ

き、感謝の気持ちでいっぱいです。

またこれからもラトビアのピアノ作

品の紹介などを通じて素晴らしいラ

トビアの芸術をご紹介させていただ

くことができましたら、これに勝る

喜びはありません。

風呂本 武敏

（関西日本ラトビア協会理事）

風呂本 惇子

（城西国際大学客員教授）

武敏はアイル

ランド文学を勉

強しています

が、英語教員と

して勤務した神

戸大学と愛知学院大学を定年退職。

グローバリズムの文化論で、少数民

族の発言にも注目が集まり、無視で

きない世界が来ます。ラトビアとア

イルランドにとってうれしい出来事

に思います。

惇子は奈良女子大学定年退官後、

関西から新幹線通勤しています。専

攻はアフリカ系アメリカ文学及びカ

リブ文学。研究のきっかけは、学生

時代に従兄（加藤晴生氏）に招かれ、

早大グリークラブのコンサートで聴

いた黒人霊歌に感銘を受け、歌詞の

分析を始めたことにあります。ラト

ビアとのご縁も従兄を通してです。

二人ともグローバルな流れに抗す

る少数文化の研究に従事して参りま

したが、ご縁があってラトビア文化も

学ばせていただくことになりました。

ラトビアの食文化、音楽なども大い

に楽しませていただきます。なお武

敏は関西日本ラトビア協会の理事を

させていただくことになりました。

（編集室註）お二人はピアニスト・

風呂本佳苗さんのご両親です。

野村 三郎（メロス音楽研究所代表・

ウィーン在住）

“貧乏暇ナシ”

の言葉通り、毎

日仕事に追われ

てこの夏も過ご

しております。早稲田の講義を7月

末に行い、その足で私が創立いたし

ました霧島国際音楽祭30周年に参

りまして、ウィーンに戻るや否やザ

ルツブルク音楽祭に8月6日から参

ります。有難いことにまだ書く仕事

を頂いておりまして、老骨に鞭打ち

つつこの夏も過ごす事になりまし

た。もし音楽にご興味がおありの方

がいらっしゃいましたら、「音楽の

友」7月号、10月号をご覧頂けます

と大変幸せに存じます。

前田 二生

（指揮者）

東京レデヴィ

ース・シンガー

ズ、新東京室内

オーケストラの常任指揮者の傍ら、

スロヴァキア国立ジリナ室内管弦楽

団名誉音楽監督を務め、同オーケス

トラと毎年ウィーン楽友会主催コン

サートに出演するなど、多忙な生活

が続いています。また、アジア諸国

との音楽交流にも力を注ぎ、韓国、

中国、台湾、香港などで交流コンサ

ートを行っています。ラトビアは一

度是非往訪したい国です。

アイラ・ビルジーニャ

（指揮者・在ラトビア）

8月4日、リガに

は特別な行事が

ありました。JAL

機の直行便が、リ

ガ 国 際 空 港 に

350人を連れて飛んできました。これ

は、ラトビアと日本の定期運行便の始

まりになるでしょう。93年以来の両

国の関係強化の歴史において、大き

な意味を持っている出来事です。

リガ空港で行われた記念行事に、

私が指揮しているリガ大聖堂少女合

唱団が歌ってきました。メディンシ

ュ音楽学校の少年合唱団と、踊りの

アンサンブル「ジンタリンシュ」も

いました。日本にもこの情報が伝わ

ると思います。

迫 秀一郎（ホテルサンルート総支

配人・当協会理事）

先日、早稲田大

学を卒業して45

周年、ホーム・カミ

ング・デイご招待

の案内状が届き

ました。早いものです。学士号取得

というよりは、グリークラブ楽士の資

格を取ってサラリーマン生活に入り、

あと少しでその幕を引こうとしていま

すが、いよいよ本格的に音楽を楽し

む生活に埋没してゆきたいと思いま

す。だからラトビアなのです。皆さん

よろしくご指導下さい。

マトリョーシ

カ、木製の人形

の中に次々と少

しずつ小さい人

形が入っている

可愛らしい玩具

で、最もポピュ

ラーなロシア土産の一つではないだ

ろうか。そして、筆者が訪れた範囲

では、ラトヴィア、リトアニア、エ

ストニア、フィンランド、ポーラン

ド、チェコと旧共産圏ないしはソ連

の周辺国でも様々なマトリョーシカ

があちらこちらで売られていて目を

楽しませてくれた。

実は、1994年にロシアの文書館

調査のためモスクワに滞在した際、

すっかりマトリョーシカに魅せられ

てしまい、その当時なのでエリツィ

ンが一番外側で歴代のロシアないし

はソ連の政治指導者が次々現れるマ

トリョーシカが沢山売られていたの

で、エリツィン、ゴルバチョフ、ブ

レジネフ、フルシチョフ、スターリ

ン、そしてレーニンの後にはロマノ

フ王朝のニコライ二世、アレクサン

ドル一世、エカチュリーナ二世、そ

して最後にはピョートル大帝に至る

という10体の人形が入っている楽

しいマトリョーシカを入手し、気に

入りの一品になっていた。

それ以来、しばらくロシアにも東

欧諸国にも訪問する機会に恵まれな

かったのだが、2002年に

フィンランドおよびバルト

三国を訪れると、どの国

でもマトリョーシカを売っ

ていたのは嬉しい驚きであった。そ

こで、プーチンが一番外側のマトリ

ョーシカを是非手に入れたいと考え

たのだが、リーガで無事なかなか大

きいものを入手した。少し面長な、

いささか鋭さに欠ける可愛いプーチ

ン・マトリョーシカ（こちらはプーチ

ンからレーニンまで7体）であり、今

も筆者の部屋にエリツィン・マトリョ

ーシカと仲良く並んでいる。

このマトリョーシカであるが、日

本が起源だという説が有力なことは

ご存じでしょうか？箱根に行くと、

入り子人形が売っているのをご覧に

なった方も多いと思うが、19世紀

に箱根のロシア正教会を訪れた修道

士が土産として買い求め、ロシアに

持ち帰った入り子人形がアレンジさ

れ、マトリョーシカとなったという

のである。両者があまりにも似てい

ること、そして、当時の良好な日露

交流を考えれば、この説は信用に値

すると思われる。

そして、現在リーガの街中でも売

られ、多くの人々の目を楽しませて

いることを考えれば、日本の文化が

ロシアを通じてラトヴィアに伝えら

れた例の一つと考えることも可能で

あろう。是非、ラトヴィアと日本双

方の人々に知って頂きたいと思い、

今回は一見ラトヴィア・日本関係に

はあまり重要ではないマトリョーシ

カをあえて採りあげたしだいです。
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ラトビア期待の星、
抜群の人気女流ピアニスト
ソルヴェイガ・サルガ

06年、07年に来日してピアノフ

ァンに衝撃を与えたソルヴェイガ・

サルガが今秋来日し、同じオペラシ

ティ リサイタルホールでリサイタ

ルを開きます。主催は日本ラトビア

芸術友好協会で、ラトビア大使館と

日本ラトビア音楽協会が後援しま

す。是非、お聴きになることをお薦

めします。

【日時】2009年10月3日（土）

17：00開場／18：00開演

【会場】東京オペラシティ リサイタ

ルホール（京王新線『初台』駅東口

下車）

【入場料】前売り：3,000円

当　日：3,500円（全席自由）

【プログラム】

（I部）ブッソーニ：幻想曲ロ短調、モ

ーツアルト：幻想曲ハ短調、リスト：

ソナタ風幻想曲“ダンテを読んで”

（Ⅱ部）ショパン：子守歌変ニ長調、

ゴンドラ舟唄、マズルカニ長調、ノ

クターン変ホ長調・変ハ長調・ハ短

調、ラヴェル：“夜のガスパール”

よりオンディーヌ、水の戯れ

※プログラムは予告なく変更になる

場合があります。

【主催】日本ラトビア芸術友好協会

【後援】在日ラトビア共和国大使館、

日本ラトビア音楽協会、バルト三国

インフォメーション・センター

【企画制作】ブレイネ コウスキミュ

ージックアンドサウンド㈱

◇

ソルヴェイガ・セルガは8歳の頃

からダールジンシュ音楽学校でピア

ノ奏法を学んだ後、ラトビア音楽ア

カデミーでピアノと作曲を学ぶ。現

在はラトビア文化学士院の博士課程

に在籍。2000年にフランスのマリ

ーズ・シェラン第七回国際ピアノコ

ンクールでディプロマを獲得。その

後、ニューヨークのブリテン・オ

ン・ザ・ベイ国際ピアノ音楽作曲コ

ンクールにおいて幻想風ソナタ「何

処へ？」で入賞し、当地で楽譜が出

版された。2004年、ラトビア文化学

士院より「ラトビアの国家的独自性

を持つ作曲家」として高い評価を受

けた。ピアニストとしてはラトビア

国内はもとよりフランス、イタリア、

オーストリア、米国などの他、2005

年から2007年にかけてはベルギー

国内各地でコンサートを開催、06，

07年は東京オペラシティ リサイタ

ルホールほかで演奏会を開催した。

2008年リガのブラックへッドで開催

された日本紹介の写真展中に、尺八

の為のソロ曲“川面の輝き”と“花び

ら”の2曲を作曲し発表した。同年

10月に来日し、ラトビア大使館でサ

ロンリサイタルを開いた。｠

楽しいクラシックの会コンサート
「久元祐子の世界～
ピアノソロから三重奏まで」

当協会理事としても活躍されてい

るピアニストの久元祐子さんの演奏

会。久元さんは独立前の1991年に

ラトビアでラトビア国立交響楽団と

共演されて以来、J・ヴィートルズ

らラトビア人作曲家の作品を積極的

に演奏されている。

【日時】10月1日（木）

午後7時開演

【場所】アミュー立川

（全席自由　2000円）

【プログラム】

モーツァルト：歌劇《後宮からの誘

拐》序曲（ピアノ編曲版）

モーツァルト：ピアノ・ソナタ変ロ

長調　KV281

ハイドン：ピアノ・ソナタ変イ長調

Hob.XVI-46

モーツァルト：ピアノ三重奏曲変ホ

長調KV498《ケーゲルシュタット》

シューマン：《おとぎ話》作品132

【出演】久元祐子（ピアノ）、武田忠

善（クラリネット）、坂口弦太郎

（ヴィオラ）、磯山雅（お話）

【主催】楽しいクラシックの会

【共催】譛立川市地域文化振興財団

※詳しくは久元祐子HPをご覧下さ

い。

http://www.yuko-hisamoto.jp/

エレルヘイン少女合唱団
（エストニア）東京公演
皇后陛下もご臨席
エストニアが誇るエレルヘイン少

女合唱団の東京公演を聴いた。エレ

ルヘインは、エストニアの野に咲く

花の名前（サクラソウ科）だが、文

字通り北の大地に咲く美しく可憐な

花の歌声。今回の来日したのは15

歳から20歳の可愛い少女たち41名。

ffからppのレンジ幅が信じられない

ほど広く、ハイピッチで複雑な不協

和音も、全くビブラートがない透明

で淡彩な響きが会場いっぱいにこだ

ましたが、北欧の自然の中で育った

人たちだけが醸し出せる音だという

気がした。

名指揮者ティーア・エステル・ロ

イトメ女史の存在感が格別。一人ひ

とりを存分に歌わせなら一曲一曲を

芸術性豊かに創り上げ、時には茶目

っ気を垣間見せて、客席の全員を楽

しく幸せな気分にさせた。

この夜、美智子妃殿下もお聴きに

なった。天皇皇后両陛下がバルト三

国を歴訪された時（2007年）、彼女

たちがエストニアの「歌の広場」で、

コーラスで出迎えたことへの返礼の

意味もあったのだろう。ピーター・

ミラー駐日エストニア共和国大使が

お迎え役を務められた。

日本の作曲家・指揮者の松下耕氏

は、ロイトメ女史と10年以上の長

い親交があるが、この日のプログラ

ムに同氏の作品を3曲加え、客席に

いる松下氏に振らせるというハプニ

ングがあった。メンバーたちは一糸

乱れぬ演奏を披露、ロイトメ女史は

ハグして松下氏を称えた。

プログラムはルーマニア作曲家の

ミサ（グローリア）に始まり、エス

トニアの作品はもちろん、イギリス、

フランス、アメリカ、日本など世界

各国の作品を加えていた。「虹のか

なたに」などアメリカの歌になると

発声までアメリカ的になってアメリ

カの合唱団のムードを醸し出したの

には驚き。本当に多彩な合唱団だ。

この日の真髄ははやり後半のV・

トルミス作品群（子どもの頃の思い

出、合唱組曲「四季の図」（全11曲）

で、メンバーも最も緊張して歌った。

文字通り“絶品”で、この夏一番の

贈りものだった。（7月30日・杉並

公会堂大ホール）

ロイトメ女史（1933年生まれ、

タリン国立音楽大卒）は大変な親日

家で、豆腐、刺身で日本酒を飲むの

が大好きだとか。暖かくで優しく、

時には茶目っ気も発揮する。姉妹が

チェリノブイリ原発事故で死去した

こともあって特別に平和志向が強

く、同女史の強い希望で8月6日に、

広島で演奏会を開催した。1989年、

同合唱団の指揮者に就任し、世界中

の人々を魅了する今日のエレルヘイ

ンを創り上げた。

今回の日本ツアーは7月16に成田

に到着して直ぐ北海道へ飛び、釧路、

札幌、盛岡、仙台、福島、秋田湯沢、

東京、和歌山、広島、大阪で演奏会

を開いて8月8日に関空から帰国し

た。

コーロ・こせやま
Green Summer Concert
共立女子大学合唱団OG21名によ

る爽やかな合唱団。2年に1度演奏

会を開いて今回が5度目。

今回は①「Mass of St .Ceci l ia」

（J.E.Turner曲）、②女声合唱とピアノ

のための組曲「小さな虹」（萩原英彦

曲）、③無伴奏女声合唱による日本

名歌集「ノスタルジア」（信長貴富編

曲）より4曲、④女声合唱曲集「落葉

松」（小林秀雄曲）という変化に富ん

だ、且つ親しみやすいプログラムを、

中村義春氏、福井香織氏という対象

的な指揮者が振り分けた。初挑戦の

ミサはさすがに緊張気味だったが、

2ステからは本当に幸せいっぱいの

豊かな表情で、歌う喜びを客席と共

感していた。前半の白から後半には

赤にドレスを変えるなど華やかさも

格別。演奏もソプラノのピッチが以

前よりかなり安定し、特に「小さな虹」

が素晴らしかった。無伴奏の「ノスタ

ルジア」は、誰でも知っている懐かし

い歌を凝った編曲で歌ったが、歌本

来の情感を伝え切れなかったかも知

れない。最後のステージでは指揮者

の福井香織が、ゲストの松崎郁未（ソ

プラノ）と共に美声を披露する場面

もあった。ピアノは宮尾美保さん。

（7月25日　サントリー小ホール）
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第17回東西四大学
OB合唱連盟演奏会
出演者300余名　会場は超満員

男声合唱健在を強力に誇示！

この演奏会

は1977年（昭

和52年）から

2年に一度、関

西、東京交互

で開催されて

いる。今年も

各団70名から80名を超えるメンバ

ーが熱演、圧倒的なボリューム感で

歌へのひたむきな情熱を聴衆にアピ

ールし、自らも素晴らしい仲間たち

と歌い続ける喜びを満喫した。合唱

界は男声合唱の凋落ぶりが目立つ

が、この演奏会の熱気に触れると、

心配は無用という感じがした。演奏

は四団とも甲乙つけがたい熱演。四

団それぞれが、“自分たちが最高だ

った！”と思った筈。

現役時代は四大学合同演奏会に最

も燃え、競争心をむき出しにしたも

のだが、OB四連はお互いの友情を

暖め、一層の親睦を図ることが趣旨。

それでも、今年のプログラム挨拶に

“これからも楽しく競い合いながら

歌いつづけます”とちょっぴり本音

も…。伝統・実力とも伯仲の四団が、

良い意味で競い合う心があるから、

こんな見事な演奏会を開けるのだと

しみじみ感じた。

①新月会

男声合唱組曲「雪明りの路」（詩：伊

藤整、曲：多田武彦、指揮：広瀬康夫）

1959年（昭和34年）に関学グリー

が委嘱初演したこの名曲を、80名余

が一糸乱れぬ見事な演奏で全聴衆を

完全に魅了した。伝統の関学トーン

に更に磨きがかかり、長いピアニッ

シモの美しさ、ベースのユニゾンの

豊かな音楽性などなど、これぞ関学

グリーの真髄と言える演奏だった。

②稲門グリークラブ

男声合唱曲「岬の墓」（詩：堀田善

衛、曲：團伊玖磨、編曲：福永陽一郎、

指揮：西田裕己、ピアノ：前田勝則）

混声合唱の名曲を、1975年（昭

和50年）に早稲田グリーが福永氏

に男声版編曲を委嘱して初演した。

この時の学生指揮者が西田君で、福

永氏から直々に受けた薫陶に加え

て、卒業後30余年の指揮者として

の研鑽が加わり、極めて音楽性豊か

に、起伏に富む15分余のドラマを

演じた。西田君と同期で初演仲間の

影山日出夫君（NHK論説委員でお馴

染みの顔）も、自信満々の表情で熱

唱していた。地から湧き出るような

フォルテッシモの力強い響きは、さ

すがにこれぞ早稲田、強いタッチの

ピアノをかき消していた。この曲は

1983年（昭和58年）の第4回四連

OBで演奏し、筆者もオンステした

だけに懐かしさも格別だった。出来

は今回が圧倒的に良かった。

③クローバークラブ

「魂の叫び～ A f r o - A m e r i c a n

Spirituals～」（指揮：小林香太）

同志社が伝統的に最も得意とする

黒人霊歌集。80余名が黒のシャ

ツ・ズボン姿（数人が赤シャツでア

クセントを付けた）で若々しく会場

いっぱいにひろがり、動きも加えて

歌いだすなど、先ず視覚で魅了した。

男声合唱ファンなら一度は歌ったこ

とのある作品で構成し、楽しさいっ

ぱいのステージ。早いテンポの部分

でややリズムの不揃いがあったが、

古いメンバーも含む80名の動きが

伴う舞台だけに上々の出来。

④慶應義塾ワグネル・ソサィエティ

ーOB合唱団

男声合唱組曲「過ぎし日」（詩：

北原白秋、曲：多田武彦＝本年度委

嘱作品、指揮：畑中良輔）

慶応義塾創立150周年（2008年）

を記念して、今年誕生した作品でこ

の日が初演。“源平将棋”“水ヒヤシ

ンス”“糸車”“汽車のにほひ”“見果て

ぬ夢”“秋の日”の全6曲を一度も音取

りせずに一気に歌いきった。4団体

中最多オンステ数でワグネルの並々

ならぬ気迫と自信を感じた。演奏前

に87歳畑中氏が延々と曲目解説した

のは（約8分間）蛇足に過ぎたか。

⑤合同演奏

男声合唱曲「枯木と太陽の歌」

（詩：中田浩一郎、曲 :石井歓、指

揮：佐藤正浩、ピアノ：前田勝則）

昭和30年代、大学男声合唱全盛

時代の作品で、誰もが一度は歌った

ことがある名曲。大人数でフォオル

テッシモを叫ぶ快感は格別だった。

300名を超す合同演奏には格好の作

品でもある。正に会場が割れるよう

なフォルテッシモだった。まあお祭

りのエンデングだから細かいことは

言うまい。このボリュウムなら、ピ

アノは2台にすべきだったかも知れ

ない。（7月26日　すみだトリフォ

ニー大ホール）

第58回東西四大学合唱演奏会
圧巻だった早稲田グリーの

「縄文ラプソディー」

伝統・実力とも、大学の男声合唱

をリードしてきた東西のいわゆる

《ビック4》が、

昭和27年から

年1回、一度も

欠かすことな

く、それぞれの

最高の演奏を

披露して競い

合った演奏会。いつもながら緞帳が

揚って、舞台後方に掲示された各団

旗を目にし、全メンバーが各大学別

に並んでエールの交歓が行われるひ

と時は、各OBにとってたまらない興

奮を味わう。今年は慶應が30名、同

志社が22名、関西学院が43名、早稲

田が約70名とオンステ数に差があ

ったが、それぞれが伝統の力を充分

発揮した演奏。とりわけ今年は、作

曲者・荻久保和明氏が自ら指揮した

早稲田の「縄文ラプソディー」が贔屓

味を抜きにしても圧巻だった。

①慶應義塾ワグネル・ソサィエティ

ー男声合唱団（30名）

男声合唱組曲「柳川風俗詩」（詞：北

原白秋・曲：多田武彦）を、音楽界の

重鎮・畑中良輔氏の指揮で演奏。四

連演奏会が始まった昭和20年代後

半の作品だが、冒頭に、平野忠彦氏

が柳川の情緒を豊かに語る朗読で雰

囲気を盛り上げ、全ての点で素晴ら

しい好演だった。畑中氏の卓越した

音楽作りはさすがで、古い作品とは

感じられない新鮮さに満ちていた。

②同志社グリークラブ（22名）

「北欧の風景」と題した、フィン

ランド、ノルウェー、スエーデンの

作曲家作品集を演奏した。指揮は

「なにわコラリアーズ」などの指揮

で注目を集める伊東恵司氏（同クラ

ブOB）。人数は少ないが、ステージ

一杯に広がって一人ひとりが自信に

満ちた表情で醸し出す透明なハーモ

ニーが秀逸だった。一見地味なステ

ージを終曲で一気に盛り上げた。

③関西学院グリークラブ（43名）

全6曲からなる無伴奏男声合唱曲

「いつからか野に立って」（詩：高見順・

曲：木下牧子＝2003年）を、やはり関

西を中心に活躍する実力派若手・本

山秀毅氏（京都市立芸大出身）の指揮

で演奏。戦前から賞を独占していた、

いわゆる伝統の関学トーン健在を実

感させる素晴らしい響きだった。ベ

ースがとてもよく鳴っていた。

④早稲田大学グリークラブ（約70名）

1987年に同クラブが委嘱初演し

た「縄文ラプソディー」を作曲者・荻久

保和明氏自らの指揮で演奏（ピアノ：

前田勝則）。「噴煙」「賛歌・悲歌」と題

されたヴォカリーズに、宗左近の詩

集「縄文」からの「滝壺舞踊」に作曲し

たものを挟んだ3楽章からなる。極

めて意欲的で、難解なリズム・ハーモ

ニーと強烈なフォルテシモと極端な

ピアニッシモを要求されるこの作品

を、早稲田70名が一糸乱れぬ見事な

演奏で、やはりこの日の圧巻だった。

ピアノの前田勝則氏も見事だった。

⑤合同演奏

「合唱のためのコンポジションⅢ」

（曲：間宮芳生）を、佐藤正浩氏

（東京芸大声楽家出身）の捧で演奏。

男声合唱の定番とも言える日本ムー

ドたっぷりの作品を、早稲田の演奏

で興奮したあと、楽しく聞いた。初

めてこの作品を歌うメンバーも多か

ったと思うが、よく練習していて、

全員が本当に豊かな表情で歌った。

（7月5日　昭和女子大人見講堂）

カナダで「ラトビア歌の祭典」開催
第二次世界大戦終了後のソ連によ

るラトビア統治時代、カナダ、アメリ

か、オーストラリアや西欧に亡命した

が、亡命したラトビア人たちは、ラト

ビア人としての連帯感を持ち合い、

アイデンティーを強める手段として

「歌の祭典」の伝統を守り続けた。

1952年、カナダのトロントで「Latvian

Song Day」が開催され、その2年後の

54年10月には、第1回「カナダ・ラトビ

ア歌の祭典」が開催された。今年は

13回目を迎えた。開催されたのは7

月1日～5日で、この期間、ハミルト

ンの下町はラトビア一色になった。

7月1日 民族の日　ラトビア音

楽・民族ダンス競技会など。

2日 開会式　民謡から現代音楽ま

で、歌を通しての祝賀。祭典は太鼓

の音で最高潮に達した。

3日 民族衣装のショー、ミュージ

カル、野外での集い（バーベキュー

など）が賑々しく行われた。

4日 新バレー競技会、ラトビアフ

ォークダンス、大合唱コンサートな

どが行われ、北米の合唱団も参加。

5日 閉会式　北米・ラトビア人500

人による民族舞踊スペクラルがあ

り、最後はフェアウェルディナー、

フェアウェルダンスで閉幕した。

コンサート短評

関西学院グリークラブ

早稲田大学グリークラブ
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冷 戦 末 期 の

1989年。世界に

はひとつの壁

と、ひとつの道

があった。ひと

つは取り壊さ

れ、ひとつは新

たに生まれ、そ

して冷戦は終焉

を迎えた。

1989年は世界

情勢が著しく変化した年であった

が、なかでもベルリンの壁崩壊は冷

戦時代の終わりを象徴する大きな出

来事であった。一方で、ベルリンの

壁崩壊から2ヶ月遡った1989年8月

23日。分厚い鉄のカーテンに覆わ

れた先では、200万人のラトビア人、

リトアニア人、エストニア人が手を

つなぎ3 国を結び、国家の独立を求

めて大規模なデモンストレーション

を展開していた。エストニア・タリ

ンから、ラトビア・リガを通り、リ

トアニア・ヴィリニュスまで続く

600km以上の人間の鎖は、「バ

ルトの道」と呼ばれた。ベルリ

ンの壁と同様に、このバルトの

道はソビエト連邦の存続に重大

な変化をもたらした。

ベルリンの壁崩壊が、ヨーロ

ッパにおけるソ連衛星国の終わ

りを告げるものであるとすれ

ば、ラトビア、リトアニア、エ

ストニアで展開されたバルトの

道は、ソ連圏内における同国支

配の終焉の始まりを告げるものであ

った。当時、スターリンからゴルバ

チョフ政権に至るまで、ソ連に対す

る抵抗はいかなるものでも許されな

いと考えられていた。その考えは、

1989年2月にグルジアのトビリシで

ソ連軍により20人のデモ参加者が

殺されたことからも、間違っていな

いように思えた。しかしそれから半

年後、200 万人のバルト人がソ連

当局に楯突き、正式な許可を得ない

まま、未だかつてない平和的デモン

ストレーションを展開した際、当局

は実力行使に至らなかった。これに

は、非暴力主義者のガンディーも感

心したことであろう。

モスクワはバルト人による大規模

なデモ行為を糾弾した。その後の2

年間で、ソ連の実力行使により、ヴ

ィリニュスとリガで死傷者を出した

が、この時点で独立に向けた運動は

誰にも止められないものとなってい

た。1991年8月、歴史的なバルトの

道からたった2 年後、バルト3 国は

主権を取り戻し、独立国家として世

間から認められた。

本年は、この波乱の1989年から

20周年にあたる。バルトの道が展

開された1989年8月23日とは、独

ソ不可侵条約の締結から50周年に

あたる日であった。この条約にはス

ターリンとヒトラーによる、かの有

名な秘密議定書が含まれており、後

にラトビア、リトアニア、エストニ

アの併合およびヨーロッパを分断す

ることになる、鉄のカーテンを引く

青写真となった。

1989年8月、バルトの人々は彼ら

を覆うソ連のカーテンを取り払うべ

く行動を起こした。続く11月、ド

イツの人々は彼らの国を分断する壁

を取り壊した。バルトの道は、ベル

リンの壁崩壊に続く道としても役割

を果たしたのだ。

ベビーブーム時代に生まれ、冷戦

時代を生きた私達の世代にとって、

1989年に起こった一連の出来事と

その結末は予想できないものであっ

た。特にラトビアから離れ、ワシン

トン、ロンドン、ブリュッセルなど

で勤務していた者にとってはそうで

あろう。しかし、リガ、プラハ、ブ

ダペストあるいはベルリンなど現地

で生活していた人々にとっては、既

に変革の時であったのだ。

冷戦とその終焉を体験した者は、

それぞれ異なる記憶をもっているで

あろう。私の場合は、いまだ鮮烈な

イメージが記憶に残っている。

1989年、私達は壁があるところに

は、必ず道があると証明した。

ラトビア、リトアニア、エストニ

アは、バルトの道をユネスコ世界記

録遺産に登録すべく必要書類を提出

している。全ての記録、資料は

www.balticway.netで閲覧可能であ

る。

※この論文はラトビア大使館から提

供されました。全文は当協会HPの8

月3日付けトピックスに掲載＝編集

室）

昨年、東京で黒沢歩さんと食事を

した時、「日本柔道はラトビア柔道界

と正式な交流がなく、私（柔道新聞編

集長）も全く事情が分からない。機

会があったら取材してくれませんか」

と話したことがありましたが、それ

を覚えてくれていた黒沢さんが、ラ

トビア柔道連盟などを取材して素晴

らしいレポートと写真を送ってくれ

ました。ラトビアに於ける柔道の歴

史、現状はもとより、柔道が発祥し

た日本を彼等が深く尊敬し、交流を

望んできることがはじめて分かりま

した。写真の1枚に私は大きな感動

を覚えました。道場の壁の中央に、

柔道の創始者・嘉納治五郎の写真、

その左右に日本国旗とラトビア国旗

が常時掲示されているのです。

ラトビアに日本流の礼儀正しい柔

道が定着していること、旧ソ連時代

もラトビアの選手がソ連代表選手と

して世界で活躍していたこと、ラト

ビア柔道界はいま宗家日本の援助を

必要としていることなどなど、日本

柔道界にとってはスクープ

的内容です。

私の個人的都合で目下

「柔道新聞」は休刊中の為、

柔道専門誌の最大手「近代

柔道」に掲載する手配をし

ました。発売中（9月号・8

月22日発売）の近代柔道を

是非ご覧ください。近く当

協会HPにも全文を掲載する

予定です。このレポートが

契機になって、日本とラト

ビアの間に柔道でも新しい

友好関係が生まれるかも知

れません。是非そうなるよ

う願っています。（徳）

関西日本ラトビ

ア協会でもラトビ

ア語教室がスター

トした。第1回は6

月16日午後6時か

ら開かれた。初日

の受講生は7名。

場所は大阪の名誉

領事館（大和ハウ

ス内）。その後も

隔週の火曜日に行われている。講師

はリンダ・ガルワーネさんで、大阪

大学大学院後期過程で比較文学を研

究している28歳のラトビア人女性

（国費留学生）。大学でロシア語のテ

ィーチングアシスタントを勤めなが

ら、ラトビア語の教材を少しずつ作

っていたという（大阪大学ではリト

アニア語の授業はあるが、ラトビア

語の授業はまだない）。

授業はなかなか厳しく、初日の

授業の終わりに宿題を出された。そ

れでも授業終了後は、東郷武名誉領

事夫人が用意してくれたサンドウィ

ッチをつまみながら和気藹々のおし

ゃべりを楽しんだ。

教室はその後も順調に成果を挙げ

ている。90分間の授業は長いので、

リンダ講師は色々と工夫をこらし、

「夏至の歌」を全員で歌えるように

もなった。関西日ラ協会は、9月

5・6日に堺市で行われるオペラ公

演に出演するラトビア人オペラ歌手

の歓迎会を開く（8月23日）が、そ

の会場で歌いたいという声が挙がっ

た。ところがリンダ先生、「え?っ？

練習する時間がありませんよ。それ

に、夏至の歌を8月に歌ったら変な

人（＝酔っ払い）と思われます」と、

ストップをかけたとか…。いずれに

しても楽しく充実した授業が続いて

いるようです。

※オペラ公演の詳細は次のサイトを

ご覧ください。

http://sakai-city-opera.com

日本ラトビア音楽協会サイト　http://jlv-musica.net/latnews/index.php

人間の鎖（バルトの道）から20年
オルヤス・カルニンシュ

（ラトビア・インスティトゥート局長・元駐米ラトビア共和国大使）

「壁があるところには道がある」

大阪でもラトビア語教室スタート（関西日本ラ協）
講師は国費留学生のリンダ・ガルワールさん

柔道界も日本との交流を切望している！
黒沢歩氏、ラトビア柔道を取材し、価値あるレポート
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ラトビア語教室第5期が
スタート！

3年目に入ったラトビア語教室

は、7月1日から15名で第5期がスタ

ートしました。大使館のサロンの定

員12人を超え、時には補助椅子を

使っての授業となっています。

講師の堀口大樹氏は、教材のプリ

ント作成、宿題の作文添削などはも

ちろん、最近は、「前回のゲストの

スピーチで使われたラトビア語を思

い出す」、「ゲストの方にラトビア語

で質問する」などの課題を出して、

受講生のラトビア語習得のために工

夫を凝らしています。

4月8日にラトビア料理の講習を

してくださったEd teさんが、大使

館員のご夫君Dzelmeさん共々近く

帰国されることになり、8月5日に2

回目の「ラトビア料理教室」をして

戴きました。今回のメニューは、ラ

トビアで大変ポピュラーなポテトサ

ラダ（お米入り）、ハンバーグ、肉

団子のスープの三品でした。前回同

様、大使館の厨房をお借りし、食材

や料理法をラトビア語で復習しなが

ら進められました。出来上がってか

らはお楽しみの試食会です。

Ed teさんが茶道に大変興味をお

持ちだと伺ったので、感謝の気持ち

をこめて、小川翠さんがラトビア語

で解説をしながら茶道のお点前をご

披露しました。また、佐々木武彦さ

んと渡辺ゆきさんがデュエットで歌

をお聞かせし、最後はみんなで

「Puーt, Veーjini」を歌いました。

これからも、大使館、協会のご理

解、ご支援を戴きながら、ラトビア

語教室の充実に努めたいと思ってい

ます。（植木）

合唱団「ガイスマ」は43名に！
前号のご報告以降、新しく、吉武

優子さん（ソプラノ）、佐良土美枝

子さん（アルト）、宮地和夫さん

（バス）が入団され、メンバーは43

名（ソプラノ11、アルト13、テノ

ール8、バス9）になり、練習場も

社会福祉法人パール地下1階の講習

室に変わりました。同じ渋谷から徒

歩圏内でピアノもあります。団名は

全員の投票で『日本ラトビア音楽協

会合唱団「ガイスマ」』と決りまし

た。ガイスマは“光”の意味です。

山脇卓也指揮者は、“出来るだけ新

しいレパートリーを増やしたい、同

時に今まで歌った曲を詩の言葉を味

わいながら感情を込めて歌おう”と、

極めて意欲的に指導を続けていま

す。同指揮者は、皆さんが歌いたい

曲を募集中です。レパートリーは新

しく「光の城」「歌いながら生まれ

歌いながら育った」が加わりまし

た。

7月27日は練習後に、2回目のワ

ンコイン（会費500円）親睦会を開

き29名が出席しました。用意した

飲み物、おつまみの他に、料理上手

なメンバー手作りの料理や、ワイン

の差し入れなどもあり、和気藹々と

蒸し暑さを吹き飛ばすような楽しい

ひとときを過しました。（高仲）

日本ラトビア音楽協会

会長　藤井　威

元駐ラトビア日本大使館臨時代理大使

田中　享

日本ボーイスカウト富士地区
㈱友愛協会（友愛スポーツ）

川島　泰彦
〒417－0051  静岡県富士市吉原2－11－15
TEL 0545－52－4005
FAX 0545－52－4004
Email yas@yuaisports.com

駐日ラトビア大使館・日本ラトビア音楽協会共催

ラトビア語教室
講師　堀口大樹

連絡先　植木佐代（事務局長）
TEL＆FAX 03－3751－0134
Email  uekisayo@beige.ocn.ne.jp

藤井　威
明子

福島県芸術文化団体連合会副会長
日本ラトビア音楽協会顧問
福島市音楽運営委員

板垣　忠直
〒960－0102  福島市鎌田字舟戸17
TEL  024－553－2745 FAX  024－554－0647
E-mail  yanakyo@d6.dion.ne.jp

多賀　清雄
〒380－0882
長野市富田飯綱山1－626
TEL 026－239－2575
Email kibitaki@ngn.janis.or.jp

日本ラトビア音楽協会直属

混声合唱団「ガイスマ」
指揮者　山脇卓也

連絡先　高仲和子（幹事長）
TEL 03－3339－3139
FAX 03－3339－3159
Email t.kaako@nifty.com

日本ラトビア音楽協会

専務理事 加藤　晴生
TEL&FAX 04－7132－5423
Email katohr@jcom.home,ne.jp

katohr@earth.ocn.ne.jp

遠藤税理士事務所
日本ラトビア音楽協会常務理事

税理士 遠藤　守正
〒229－0014
神奈川県相模原市若松1－14－10
TEL  042－745－3335 FAX  042－740－4725
Email 0424668801@icom.home.ne.jp

しびれる旨さ　大連米線
味は定評ある新風中華料理。ご会合にご利用頂けます
御徒町駅から2分。ホットペパーからヤフーグルメをご
覧下さい

代表取締役　大成　宣行
台東区上野3－20－2
TEL 03－5818－5657
URL www.mixian.jp

Tik talu-tik tuvu.Japana-Latvija
～遠くて近い、日本とラトビア～
日本ラトビア音楽協会は今年創立
5周年を迎えました。

ホームページ http://jlv-musica.net/latnews/index.php
情報提供・ご意見は htoku@pastel.ocn.ne.jp（徳田）

残 暑 お 見 舞 い 申 し 上 げ ま す

ーー

♪…すっかりお馴染みになった大鵬

薬品様の広告が、今号からなくなり

ました。06年3月（第4号）から09

年5月（第15号）まで3年余の間、

当協会の創設期を支え続けてくださ

ったことを、心からお礼申し上げま

す。当編集室もページ数を気にする

ことなく、各種情報を原則的に割愛

せずに掲載できたことは本当に幸せ

でした。有難うございました。

♪…ホームページに少しずつ訪問者

が増え、広報の一端を担えるように

なってきました。しかしネットだけ

では会員の皆さまへの連絡や情報伝

達を全うできません。今後は減ペー

ジを余儀なくされますが、協会ニュ

ース「Latvija」と2本柱で、それぞ

れの特性を活用しながら広報の役割

を果して行く所存です。ネットでは

速報性、豊富な情報量、カラー写真

の掲載などをフルに活用しますが、

一方では新聞でしか出来ないバラン

ス良い情報や意見の伝達、残したい

記録掲載などがあり、企画記事も工

夫してまいります。ただ、どちらも

会員各位から寄せられる情報・ご意

見で作り上げていくものです。今後

とも、どんどんネット・紙面をご活

用くだされば幸いです。

♪…協会の目的の一つに会員相互の

親睦があります。今号から「会員近

況短信」欄を新設し、会員お一人お

一人がどういう方かを皆さまに知っ

て頂く工夫を加えました。次号から

もっと多くの方々に登場していただ

きます。

♪…今号の1面トップは、躊躇なく

加藤晴生専務理事の受賞に決めまし

た。ラトビア政府が贈った「クロス・

オブ・レコグニション」は素晴らしく

価値の高い勲章です。当協会の創設

と活動は全て彼の強力な牽引力によ

るものですが、協会設立以前からラ

トビアへの貢献を続けていたことも

高く評価されました。9月19日開催

の創立5周年記念レセプションで、

改めて会員一同から祝意と敬意を表

したいと願っています。多くの方々

が出席されるよう期待しています。

♪…精力的に活動を続けておられる

ヴァイヴァルス大使の珍しい浴衣姿

が川島泰彦会員から届きました（3

面）。本号発行後、HPにカラー写真

で公開します。お楽しみに。（徳）

情報断片 


